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は
じ
め
に
　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
再
始
動
へ

年
間
二
〇
〇
〇
万
人
を
集
め
る
新
施
設
と
は

　

二
〇
三
Ｘ
年
の
平
日
の
昼
下
が
り
。
今
よ
り
も
さ
ら
に
普
及
し
た
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
、
こ
ん
な
原
稿
を
読
み
上
げ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
次
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
大
阪
に
誕
生
し
て
開
業
三
年
目
を
迎
え
た
新
施
設
が
人
気
と
な
り
、
関
東
の
人

気
テ
ー
マ
パ
ー
ク
『
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
』
並
み
の
来
訪
者
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
」

　

本
書
を
手
に
し
て
い
る
方
だ
と
、
こ
の
「
新
施
設
」
が
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
＝Integrated Resort

）

を
指
す
と
、
勘
が
働
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ホ
テ
ル
や
会
議
場
・
展
示
場
、
劇
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
「
カ
ジ
ノ
」
だ
。
通
常
メ
デ
ィ
ア
は
「
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）」
と
記
述
す
る
。
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政
府
は
二
〇
二
三
年
四
月
、
大
阪
府
・
大
阪
市
（
以
後
、「
府
市
」
と
表
記
）
が
申
請
し
た
Ｉ
Ｒ
に
つ
い

て
の
整
備
計
画
を
認
定
し
た
。
そ
の
前
年
の
二
〇
二
二
年
四
月
に
府
市
と
Ｉ
Ｒ
を
運
営
す
る
事
業
者
と
な

る
「
大
阪
Ｉ
Ｒ
株
式
会
社
」
が
ま
と
め
た
「
大
阪
・
夢ゆ
め

洲し
ま

地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
に
関
す

る
計
画
」（
二
〇
二
三
年
九
月
と
二
〇
二
四
年
四
月
に
一
部
修
正
）
を
め
く
っ
て
み
る
。
そ
の
中
で
「
Ｉ
Ｒ
区

域
へ
の
来
訪
者
数
（
開
業
三
年
目
期
）」
に
つ
い
て
は
、「
国
内
旅
行
者
数
で
約
一
三
五
八
万
人
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
で
約
六
二
九
万
人
の
合
計
約
一
九
八
七
万
人
を
見
込
む
」
と
あ
る
。
大
阪
Ｉ
Ｒ
の
開
業
は
、

二
〇
三
〇
年
秋
頃
を
目
指
し
て
い
る
。
開
業
三
年
目
は
、
二
〇
三
二
年
秋
に
な
り
そ
う
だ
。

　

比
較
対
象
と
し
た
、「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」（
Ｔ
Ｄ
Ｌ
）
の
来
訪
者
数
は
「T

EA
/A
ECO

M
 

2019 T
hem
e Index and M

useum
 Index

」
を
参
照
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
始
ま
る
直
前
の
二
〇
一
九
年
デ
ー
タ
だ
と
、
一
七
九
一
万
人
。
ち
な
み
に
大
阪
に
あ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
は
、
一
四
五
〇
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
は
、
今
の
日
本
に
は
な
い
。「
Ｉ
Ｒ
と
は
何
か
？
」
の
説
明
は
第
二
章
「
海
外
か
ら
探
る
Ｉ
Ｒ
の

真
の
姿
」
で
、
大
阪
Ｉ
Ｒ
の
詳
細
は
第
三
章
「
先
行
地
・
大
阪
の
計
画
と
は
」
で
解
説
し
て
い
く
。
そ
れ

を
読
む
ま
で
は
、
多
く
の
方
は
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
漠
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
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現
時
点
で
は
、
そ
れ
で
構
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
計
画
通
り
に
完
成
し
、
狙
い
通
り
に
運
営
さ
れ
る
時
、

Ｉ
Ｒ
が
Ｔ
Ｄ
Ｌ
並
み
に
人
を
吸
い
寄
せ
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
い
。

　

そ
こ
に
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
行
う
カ
ジ
ノ
も
併
設
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｄ
Ｌ
と
い
う
「
夢
の
国
」
へ
の
訪
問
者
は
、

ト
ラ
ブ
ル
さ
え
な
け
れ
ば
、
全
員
が
楽
し
く
満
足
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
帰
れ
る
。
し
か
し
、
カ
ジ
ノ
で

遊
ん
だ
多
く
の
人
は
負
け
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
や
治
安
・
風
紀
の
乱
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
単
な

る
来
訪
者
数
以
上
に
日
本
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
施
設
に
な
り
う
る
。

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
る

　

二
〇
二
〇
年
は
じ
め
か
ら
約
三
年
間
、
日
本
社
会
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
Ｉ

Ｒ
計
画
も
大
き
く
振
り
回
し
た
。
大
阪
Ｉ
Ｒ
で
は
、
日
本
Ｍ
Ｇ
Ｍ
リ
ゾ
ー
ツ
と
オ
リ
ッ
ク
ス
が
Ｉ
Ｒ
運
営

を
担
う
中
核
企
業
と
な
る
。
そ
の
日
本
Ｍ
Ｇ
Ｍ
リ
ゾ
ー
ツ
の
親
会
社
で
あ
る
米
国
「
Ｍ
Ｇ
Ｍ
リ
ゾ
ー
ツ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」（
以
後
、
Ｍ
Ｇ
Ｍ
社
）
の
決
算
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
。
同
社
は
米
ラ
ス
ベ
ガ

ス
や
マ
カ
オ
で
カ
ジ
ノ
つ
き
ホ
テ
ル
を
運
営
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
カ
ジ
ノ
が
一
時
閉
鎖
に
追

い
込
ま
れ
た
こ
と
を
直
接
反
映
す
る
数
字
が
出
て
く
る
。
二
〇
二
〇
年
一
〜
三
月
期
の
売
上
高
は
、
前
年



初校
再校
責了

（6）

新書 ９月刊
カジノ列島ニッポン� P. 6

集英社
179.0

218.0
×１

6

同
期
比
二
九
％
減
の
二
三
億
ド
ル
（
約
二
四
七
三
億
円
）。
続
く
二
〇
二
〇
年
四
〜
六
月
期
の
売
上
高
は
さ

ら
に
悪
化
し
、
同
九
一
％
減
の
二
・
九
億
ド
ル
（
約
三
一
二
億
円
）
だ
っ
た
。
前
年
同
期
比
で
た
っ
た
九

％
の
売
上
し
か
な
い
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
壊
滅
的
だ
。

　

Ｉ
Ｒ
開
業
に
向
け
た
手
続
き
面
で
も
遅
れ
が
出
た
。
Ｉ
Ｒ
を
誘
致
し
た
い
自
治
体
は
、
Ｉ
Ｒ
事
業
者
を

選
ん
だ
後
、
国
に
申
請
す
る
。
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
国
土
交
通
省
は
申
請
期
間
を
二
〇
二
一
年
一
〇

月
〜
二
二
年
四
月
へ
と
延
期
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
二
〇
二
一
年
一
〜
七
月
ま
で
だ
っ
た
の
が
、
九
カ
月
先

延
ば
し
に
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
下
で
は
海
外
へ
の
渡
航
・
入
国
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
誘
致
を
目
指
す
自
治
体
と
海
外
の

Ｉ
Ｒ
事
業
者
と
の
や
り
取
り
が
難
し
く
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
は
普
及
し
た
が
、

リ
ア
ル
な
対
面
の
場
を
持
て
な
い
と
進
め
に
く
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。
国
内
へ
の
導
入
が
初
ケ
ー
ス

と
な
る
Ｉ
Ｒ
事
業
は
、
ま
さ
に
こ
れ
に
当
て
は
ま
っ
た
。

　

当
時
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
横
浜
市
で
は
、
賛
成
派
、
反
対
派
が
共
に
驚
く
事
態
が
起

き
た
。
二
〇
二
〇
年
五
月
、
横
浜
Ｉ
Ｒ
を
担
う
最
有
力
と
目
さ
れ
て
き
た
米
国
の
Ｉ
Ｒ
大
手
「
ラ
ス
ベ
ガ

ス
・
サ
ン
ズ
」（
以
後
、
サ
ン
ズ
社
）
が
撤
退
を
表
明
し
た
。
同
市
は
二
〇
一
九
年
、
Ｉ
Ｒ
区
域
を
整
備
す
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る
意
思
を
持
つ
国
内
外
の
事
業
者
か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
提
案
を
募
集
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｆ
Ｃ
（Request for 

Concept

）
と
呼
ば
れ
る
手
続
き
だ
。
同
年
一
二
月
、
同
市
は
Ｒ
Ｆ
Ｃ
に
七
事
業
者
か
ら
提
案
が
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
事
業
者
名
ま
で
は
公
表
し
な
か
っ
た
が
、
サ
ン
ズ
社
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
当
然
視
さ
れ
て
い
た
。

　

サ
ン
ズ
社
の
日
本
撤
退
が
注
目
を
集
め
た
の
は
、
同
社
が
単
に
Ｉ
Ｒ
事
業
者
の
一
社
に
と
ど
ま
ら
な
い

位
置
づ
け
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
国
内
へ
の
Ｉ
Ｒ
導
入
の
議
論
で
、
サ
ン
ズ
社
は
Ｉ
Ｒ
事
業
者
の
代
表
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
発
端
は
二
〇
一
四
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

安
倍
氏
が
訪
問
し
た
の
は

「
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
は
日
本
の
成
長
戦
略
の
目
玉
に
な
る
」

　

二
〇
一
四
年
五
月
三
〇
日
午
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｉ
Ｒ
施
設
の
視
察
を
終
え
た
首
相
・
安
倍
晋
三
氏

は
同
行
記
者
団
に
、
こ
う
語
っ
た
。
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
同
国
を
訪
問
し
た
安
倍

氏
が
、
真
っ
先
に
向
か
っ
た
の
は
、
Ｉ
Ｒ
施
設
「
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
」（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）。
屋
上
に
プ
ー

ル
が
あ
る
豪
華
な
高
層
ホ
テ
ル
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
。
同
国
の
観
光
客
増
加
に
寄
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与
し
た
「
都
市
型
Ｉ
Ｒ
の
成
功
例
」
と
し
て
、
日
本
で
Ｉ
Ｒ
に
関
す
る
説
明
会
が
開
か
れ
る
時
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

　

サ
ン
ズ
と
の
名
前
か
ら
連
想
し
や
す
い
よ
う
に
、
こ
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
を
運
営
し
て
い
る
の
が
先
に
触
れ
た
サ

ン
ズ
社
だ
。
同
社
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
る
前
の
二
〇
二
〇
年
一
月
に
発
表
し
た
二
〇

一
九
年
通
年
の
連
結
純
収
益
は
一
三
七
億
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
約
一
兆
五
〇
一
六
億
円
）、
純
利
益
は
三
三

億
ド
ル
（
約
三
六
〇
七
億
円
）。
決
算
を
伝
え
る
サ
イ
ト
で
は
こ
れ
ら
の
数
字
を
誇
り
、「
日
本
を
含
む
新

し
い
市
場
で
の
開
発
機
会
も
積
極
的
に
追
求
し
て
い
ま
す
」（
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
シ
ェ
ル
ド
ン
・
Ｇ
・
ア
デ
ル

ソ
ン
氏
）
と
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
三
カ
月
後
の
二
〇
二
〇
年
四
月
に
発
表
し
た
同
年
一
〜
三
月
期
決
算
は
、
目
を
覆
い
た
く

な
る
内
容
だ
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
Ｍ
Ｇ
Ｍ
社
と
同
じ
く
、
コ
ロ
ナ
で
大
打
撃
を
受
け
た
。
純
収
益
は
前

年
同
期
比
五
一
・
一
％
減
の
一
七
億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
約
一
九
一
四
億
円
）、
営
業
利
益
は
同
九
四
・
三

％
減
の
五
五
〇
〇
万
ド
ル
（
約
五
九
億
円
）、
純
損
益
が
五
一
〇
〇
万
ド
ル
（
約
五
五
億
円
）
の
赤
字
だ
っ

た
。
こ
の
赤
字
決
算
を
発
表
し
た
三
週
間
後
の
二
〇
二
〇
年
五
月
一
二
日
、
サ
ン
ズ
社
は
日
本
撤
退
を
表

明
し
た
。
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同
じ
く
日
本
国
内
の
観
光
業
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
い
に
苦
し
ん
だ
。
政
府
は
国
内
観
光
に
お
い
て
は
、

「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
な
ど
の
対
策
を
立
て
た
。
し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
も
た
ら
す
訪

日
外
国
人
の
減
少
に
対
し
て
は
、
打
つ
手
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

　

訪
日
外
客
数
の
推
移
を
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
デ
ー
タ
で
見
て
み
よ
う
。

　

約
三
一
八
八
万
人
（
二
〇
一
九
年
）
↓
約
四
一
二
万
人
（
二
〇
二
〇
年
）
↓
約
二
五
万
人
（
二
〇
二
一
年
）

　

コ
ロ
ナ
前
の
二
〇
一
九
年
と
コ
ロ
ナ
二
年
目
の
二
〇
二
一
年
を
比
べ
る
と
、
九
九
％
以
上
の
減
少
だ
。

当
時
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
「
蒸
発
」
し
た
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の
数
字
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　

よ
う
や
く
明
る
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
二
〇
二
三
年
に
な
っ
て
か
ら
。
例
え
ば
同
年
六
月
の
訪
日
外
客

数
は
、
二
〇
一
九
年
同
月
比
で
七
二
％
と
な
る
約
二
〇
七
万
人
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
と
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
訪
日
外
客
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
二
〇
二
〇
年
二
月
以
降
、
初
め
て
二

〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
」。
僕
は
こ
の
数
字
を
肌
感
覚
で
も
納
得
す
る
。
生
活
圏
と
し
て
い
る
東
京
都
内

で
は
二
〇
二
三
年
に
入
っ
て
か
ら
、
家
族
連
れ
や
若
い
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
訪
日
外
国
人
を
目
に
す
る
機

会
が
増
え
た
。

　

政
府
は
二
〇
三
〇
年
に
訪
日
外
客
数
を
六
〇
〇
〇
万
人
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
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よ
う
に
大
阪
Ｉ
Ｒ
の
計
画
で
は
、
開
業
三
年
目
の
外
国
人
旅
行
者
を
約
六
二
九
万
人
と
想
定
。「
政
府
の

観
光
戦
略
の
目
標
達
成
へ
の
貢
献
が
見
込
ま
れ
る
」
と
も
記
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
五
類
」
に

移
行
し
た
の
は
、
二
〇
二
三
年
五
月
だ
っ
た
。
こ
の
し
ば
ら
く
前
に
政
府
方
針
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
世
の

中
に
は
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
の
空
気
が
流
れ
た
。
コ
ロ
ナ
前
か
ら
動
い
て
い
た
Ｉ
Ｒ
関
係
者
が
再
び
Ｉ

Ｒ
の
動
向
を
気
に
し
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
る
同
年
四
月
、
政
府
は
大
阪
Ｉ
Ｒ
を
認
可
し
た
。

菅
氏
へ
の
き
つ
い
一
言

　

そ
の
二
年
半
ほ
ど
前
と
な
る
二
〇
二
〇
年
九
月
二
日
、
官
房
長
官
の
菅す
が

義よ
し

偉ひ
で

氏
は
自
民
党
総
裁
選
へ
の

出
馬
会
見
を
開
い
た
。
出
れ
ば
他
の
候
補
者
二
氏
を
制
し
て
総
裁
に
な
り
、
首
相
へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ

と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
。
最
有
力
候
補
の
会
見
だ
け
に
大
勢
の
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
詰
め
か
け
た
。

　

冒
頭
、
菅
氏
は
自
ら
の
「
原
点
」
を
語
っ
た
。「
雪
深
い
秋
田
の
農
家
の
長
男
」
に
生
ま
れ
、
横
浜
市

議
を
経
て
、
衆
院
議
員
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
だ
。
そ
の
後
、
記
者
と
の
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。

　

開
始
か
ら
三
七
分
過
ぎ
だ
っ
た
。
司
会
が
「
お
時
間
の
関
係
」
と
し
て
、
会
見
を
終
え
る
旨
を
伝
え
る
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と
、
に
わ
か
に
場
が
荒
れ
始
め
た
。「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
も
質
問
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」「
こ
ん
な
会
見
、
出

来
レ
ー
ス
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」。
こ
う
し
た
言
葉
に
続
き
、
あ
る
記
者
が
菅
氏
に
き
つ
い
一
言
を
発
し
た
。

「
菅
さ
ん
、
横
浜
を
カ
ジ
ノ
業
者
に
売
り
渡
す
ん
で
す
か
」

　

紺
色
ス
ー
ツ
に
青
い
ネ
ク
タ
イ
姿
だ
っ
た
菅
氏
は
一
瞬
、
発
言
を
し
た
記
者
の
ほ
う
を
向
い
た
が
、
質

問
に
答
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

安
倍
氏
が
二
〇
一
四
年
五
月
、
Ｉ
Ｒ
を
「
成
長
戦
略
の
目
玉
に
な
る
」
と
評
し
た
こ
と
は
先
に
紹
介
し

た
。
そ
の
安
倍
政
権
の
も
と
で
、
Ｉ
Ｒ
を
推
進
・
整
備
す
る
法
律
が
で
き
、
自
治
体
に
よ
る
誘
致
合
戦
も

始
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
菅
氏
は
官
房
長
官
と
し
て
政
権
の
屋
台
骨
を
担
っ
て
き
た
。

　

菅
氏
に
よ
る
こ
の
日
の
出
馬
会
見
は
、
首
相
就
任
に
向
け
た
ハ
レ
の
舞
台
だ
。
菅
氏
自
身
も
そ
う
考
え

る
か
ら
こ
そ
、
原
点
を
語
っ
た
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
で
「
横
浜
を
カ
ジ
ノ
業
者
に
売
り
渡
す

の
か
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
カ
ジ
ノ
に
対
し
、
多
く
の
国
民
が
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
は
、
各

種
法
制
度
を
整
備
す
る
前
か
ら
菅
氏
も
分
か
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
安
倍
氏
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
し
て

か
ら
菅
氏
の
出
馬
会
見
ま
で
は
、
実
に
六
年
も
の
月
日
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
菅
氏
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｒ

推
進
派
が
よ
り
丁
寧
な
議
論
を
心
が
け
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
の
き
つ
い
一
言
が
記
者
か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ
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と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

Ｉ
Ｒ
を
追
う
意
義

　

後
ほ
ど
詳
述
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
の
カ
ジ
ノ
リ
ス
ク
を
最
小
化
し
、
Ｉ

Ｒ
の
プ
ラ
ス
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
日
本
が
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
で
き

れ
ば
、
Ｉ
Ｒ
は
安
倍
氏
が
語
っ
た
よ
う
に
「
日
本
の
成
長
戦
略
の
目
玉
」
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
阪
Ｉ
Ｒ
は
、
初
期
投
資
額
と
し
て
約
一
兆
二
六
八
九
億
円
を
予
定
。
年
間
売
上
高
は
カ
ジ
ノ
か
ら
約

四
二
〇
〇
億
円
、
そ
の
他
か
ら
約
一
〇
〇
〇
億
円
の
合
計
約
五
二
〇
〇
億
円
を
見
込
む
。
新
し
も
の
好
き

と
さ
れ
る
日
本
人
は
、
斬
新
な
建
物
群
をInstagram

に
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
大
挙
す
る
に
違
い
な
い
。

併
設
さ
れ
る
劇
場
や
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
る
各
種
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
な
ど
の
賑に
ぎ

わ
い
も
見
込
め
る
。

　

他
方
、
そ
の
華
や
か
さ
を
支
え
る
の
は
カ
ジ
ノ
だ
と
い
う
現
実
も
待
つ
。
立
派
な
建
物
を
設
け
、
お
金

の
か
か
る
大
規
模
展
示
場
な
ど
を
維
持
で
き
る
の
は
、
カ
ジ
ノ
か
ら
莫ば
く

大だ
い

な
収
益
が
上
が
る
か
ら
。
カ
ジ

ノ
の
収
益
と
は
、
つ
ま
り
は
客
の
負
け
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
へ
の
対
策
が
打
た
れ
た
と
し
て
も
、
ゼ
ロ
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に
は
で
き
ま
い
。
カ
ジ
ノ
で
全
財
産
を
な
く
し
た
、
莫
大
な
借
金
を
背
負
っ
た
と
い
う
悲
劇
が
生
ま
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
経
済
効
果
が
上
が
れ
ば
、
大
阪
Ｉ
Ｒ
は
「
成
功
」
と
宣
伝
さ
れ
よ
う
。
す
る
と
「
東
京
カ
ジ

ノ
」
へ
の
機
運
や
、
市
長
交
代
で
頓
挫
し
た
横
浜
へ
の
誘
致
復
活
の
話
が
動
き
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
大

阪
の
一
カ
所
の
み
が
開
業
に
向
け
て
突
き
進
む
二
〇
二
四
年
の
今
こ
そ
、
こ
の
カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
の
準
備
状

況
や
歴
史
的
経
緯
を
今
一
度
、
押
さ
え
て
お
く
好
機
だ
。
そ
し
て
市
民
は
、
政
府
や
自
治
体
に
対
し
て
状

況
に
応
じ
て
声
を
上
げ
、
な
し
崩
し
的
に
進
め
ら
れ
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
だ
。
こ
れ
は
何
も
具
体

的
な
計
画
が
進
む
、
大
阪
だ
け
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

僕
は
こ
こ
数
年
来
、
所
属
企
業
と
は
無
関
係
の
一
個
人
の
活
動
と
し
て
賛
否
両
派
を
取
材
し
、
各
種
の

関
連
資
料
に
当
た
っ
て
き
た
。
幸
い
こ
れ
ま
で
に
世
に
出
て
い
な
い
切
り
口
を
含
む
内
容
を
提
示
で
き
る

成
果
が
溜た

ま
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
私
的
旅
行
の
際
、
マ
カ
オ
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
で
少
な
く
と
も
十
数
回
、

現
地
の
カ
ジ
ノ
に
出
入
り
し
た
経
験
も
あ
る
（
賭
け
金
は
、
微
々
た
る
も
の
だ
が
）。

　

そ
れ
ら
を
元
に
、
皆
様
に
カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
を
め
ぐ
る
「
リ
ア
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
を
こ
の
書
籍
で
伝
え
た
い
。

な
お
特
段
の
記
載
が
な
い
限
り
、
肩
書
き
は
取
材
当
時
の
も
の
で
表
記
し
、
外
貨
の
日
本
円
換
算
は
当
時

の
レ
ー
ト
で
行
っ
た
。


